
今月の表紙

古都グアナフアトとその銀鉱群
（メキシコ・1988年登録）

グアナフアト市街

山の傾斜地にカラフルな家々が建ち
並び、まるで童話の世界に入り込ん
だ心地にしてくれるのが、メキシコの
グアナフアトの街並み。一説ではグア
ナフアトは先住民族の言葉で「カエル
の場所」を意味しているとか。かつて

スペイン植民地時代には銀鉱山で栄え、コロニアル様式の古い建
物が多く残っている。複雑な狭い路地を冒険気分で歩いてみたい。

　解き×世界遺産
あなたはわかりますか?

童話の世界を冒険！
カラフルな街を歩く
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KEIBUN文化講座 新講師interview
長浜市曳山博物館館長 中島誠一
京都造形芸術大学教授 田口章子
大阪音楽大学理事長・名誉教授 中村孝義

WALK ON 伝説と歴史の舞台を歩く
日野城跡 蒲生郡日野町
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Enjoy！+α KEIBUN文化講座特集
好奇心を感動に！
伝統から新たな発見を
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舞
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の
魅
力
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章
子

京
都
造
形
芸
術
大
学
教
授

大
阪
音
楽
大
学
理
事
長・名
誉
教
授

長
浜
市
曳
山
博
物
館
館
長

大
阪
音
楽
大
学
理
事
長
名
誉
教

オ
ペ
ラ
の
世
界

　　×　
中
村
孝
義

長
浜
市
曳
山
博
物
館
館
長

近
江
の
祭
礼

　
　×

　
中
島
誠
一

長浜曳山まつりの子ども歌舞伎京都・四条にある出雲の阿国像フランス・パリのオペラ座

長い歴史をもつ西洋のオペラ、日本の歌舞伎、そして地元・近江の祭礼…。いずれ
も伝統によって培われた様式美、人間のもつ普遍的なテーマがあり、新たな発見
に驚かされることばかり。今秋開講するKEIBUN文化講座の新講座を通して、
伝統の普遍性とその魅力にふれてみよう！

好奇心を感動に！
伝統から新たな発見を

KEIBUN文化講座特集

ほんの少しの好奇心と最初の一歩を踏み出す勇気―
扉の向こうにあなたの知らない素敵な世界が広がります

＋αCulture and Study

▶詳しくは16ページをご覧ください

映画「マザーレイク」がご鑑賞いただける
お得なチケットを2枚セットで販売！

2016年6月4日（土）滋賀県先行公開

映画
「　　　　　　　　　　　　　　

」
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ま
で
の
歌
舞
伎
解
説
と
は
ひ
と

味
も
ふ
た
味
も
違
っ
た
新
鮮
な

切
り
口
で
、生
き
生
き
と
し
た
歌
舞
伎
の

魅
力
が
楽
し
め
る
新
講
座「
す
ば
ら
し
い

日
本
の
伝
統
芸
能
〜
歌
舞
伎
の
魅
力
に

ふ
れ
る
」が
9
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

講
師
は
、京
都
造
形
芸
術
大
学
で
15
年

に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
て
い
る
公
開
講
座

「
日
本
芸
能
史
」の
企
画・コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
務
め
る
田
口
章
子
さ
ん
。気
鋭
の

歌
舞
伎
研
究
者
で
あ
る
と
同
時
に
、小
学

校
2
年
生
の
時
に
初
め
て
観
た
歌
舞
伎

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』の
勘
平
腹
切
の
場

面
に
魅
了
さ
れ
て
以
来
、時
間
が
許
す
限

り
劇
場
に
通
い
続
け
て
い
る
無
類
の
歌
舞

伎
好
き
で
も
あ
る
。ま
さ
に
伝
統
芸
能
の

〝
目
利
き
〞だ
。

　
「
こ
の
講
座
は
、歌
舞
伎
フ
ァ
ン
は
も
ち

ろ
ん
、今
ま
で
歌
舞
伎
を
観
た
こ
と
が
な

く
て
も
、十
分
楽
し
め
る
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
ら
」と
茶
目
っ
気
た
っ
ぷ
り
に
話

す
田
口
さ
ん
。チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
笑
顔
に

ぐ
っ
と
引
き
こ
ま
れ
、歌
舞
伎
へ
の
並
々
な

ら
ぬ
愛
情
と
研
究
者
な
ら
で
は
の
冷
静

な
分
析
を
聞
く
う
ち
に
歌
舞
伎
の
世
界

が
ぐ
ん
ぐ
ん
身
近
に
感
じ
ら
れ
て
く
る
。

　

例
え
ば
、現
在
の
歌
舞
伎
の
象
徴
と

な
っ
て
い
る
隈
取
り
や
派
手
な
荒
事
の
演

技
が
成
立
し
た
の
は
、共
通
語
が
江
戸
の

地
に
な
い
元
禄
時
代
に
、セ
リ
フ
が
分
か

ら
な
く
て
も
見
た
目
で
表
現
す
る
た
め
と

い
う
指
摘
に
驚
き
つ
つ
、時
代
背
景
を
交

え
て
の
解
説
を
じ
っ
く
り
聞
け
ば
な
る
ほ

ど
と
深
く
納
得
。講
座
で
は
さ
ら
に
文
楽

と
の
関
わ
り
や「
心
中
も
の
」が
人
気
を

博
し
た
社
会
背
景
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
歌
舞
伎
の
魅
力
に
光
を
当
て
て
い

く
。中
に
は「
近
松
門
左
衛
門
と
三
谷
幸

喜
」と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
テ
ー
マ
も
！

　
「
三
谷
幸
喜
が
近
松
門
左
衛
門
に
寄

り
添
い
な
が
ら
書
い
た
文
楽『
其
礼
成
心

日本人のDNAに刻まれた情感
歌舞伎をもっと楽しむ！

伝統行事の意味をひも解く
奥深い「近江の文化力」を体感してほしい

1957年東京生まれ。学習院大学大
学院修士課程修了。文学博士。研究
テーマは歌舞伎を中心とした伝統芸
能。『江戸時代の歌舞伎役者』（中公
文庫）で芸術選奨文部大臣新人賞受
賞。京都造形芸術大学の公開講座
「日本芸能史」をプロデュース。著書
に『歌舞伎から江戸を読み直す－恥
と情－』（吉川弘文館）ほか多数。

田口章子（たぐち・あきこ）

田
口
章
子
さ
ん

京
都
造
形
芸
術
大
学 

教
授

今

大津会場 長浜会場

か
　
な
　
で
　
ほ
ん
ち
ゅ
う
し
ん
　ぐ
ら

く
ま

あ
ら
ご
と

そ
　
れ
　
な
り

※

講師／京都造形芸術大学教授　田口章子
会場／旧大津公会堂

  9月  9日（金）

  9月23日（金）

10月14日（金）

10月21日（金）

11月11日（金）

11月25日（金）

映画館で歌舞伎を

歌舞伎と文楽の蜜月

歌舞伎と文楽を比較する

江戸の歌舞伎と上方の歌舞伎

恋の手本『曾根崎心中』

近松門左衛門と三谷幸喜

すばらしい日本の伝統芸能
～歌舞伎の魅力にふれる

新講座

講 座 内 容 各10:30～12:00

中
』は
文
楽
の
フ
ァ
ン
に
も
好
評
で
し

た
。そ
れ
は
、三
谷
文
楽
が
伝
統
的
な
日

本
文
化
の
発
想
法
に
支
え
ら
れ
て
い
る

か
ら
な
ん
で
す
」と
新
た
な
視
点
で
近
松

門
左
衛
門
の
豊
か
な
文
学
性
を
静
か
な

中
に
も
熱
を
込
め
て
語
る
。田
口
さ
ん
の

日
本
文
化
へ
の
造
詣
と
伝
統
芸
能
に
対

す
る
深
い
愛
情
が
垣
間
見
え
る
。

　
「
江
戸
時
代
の
人
た
ち
は
ど
ん
な
価
値

観
で
生
き
て
い
た
の
か
、歌
舞
伎
が
教
え

て
く
れ
ま
す
。悲
し
み
も
喜
び
も
今
の
私

た
ち
と
共
通
す
る
思
い
が
あ
る
こ
と
、さ

ら
に
日
本
文
化
と
日
本
人
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

※人形浄瑠璃。大夫・三味線・人形が一体となった伝統芸能。

国
の
春
を
彩
る「
長
浜
曳
山
ま

つ
り
」。今
秋
、ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
へ
の
登
録
が
有
力
視
さ
れ
て
い

る
。「
曳
山
ま
つ
り
を
は
じ
め
、滋
賀
県
の

湖
北
や
湖
南
、甲
賀
地
域
に
は
歴
史
あ
る

伝
統
行
事
が
今
も
多
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
」と
語
る
の
は
、秋
の
新
講
座「
近
江

の
祭
礼
行
事
を
探
る
」で
講
師
を
務
め
る

長
浜
市
曳
山
博
物
館
館
長
の
中
島
誠
一

さ
ん
。

　

今
回
の
講
座
で
は
雨
乞
い
信
仰
、オ
コ

ナ
イ
、そ
し
て
曳
山
ま
つ
り
を
取
り
上
げ

る
。「
滋
賀
県
で
多
く
の
祭
礼
行
事
が
伝

承
さ
れ
て
き
た
理
由
の
ひ
と
つ
に
、滋
賀

県
人
の
合
理
的
思
考
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、長
浜
曳
山
ま
つ
り
で
は
12
基
あ

る
曳
山
を
毎
年
4
基
ず
つ
3
年
に
一
度

交
代
で
ま
わ
し
、ま
た
、子
ど
も
歌
舞
伎

の
役
者
が
不
足
す
る
場
合
は
地
区
外
か

ら
も
選
ぶ
な
ど
、状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に

適
応
し
て
き
た
こ
と
が
大
き
い
」

　

長
崎
県
出
身
の
中
島
さ
ん
は
、西
日

本
を
中
心
と
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

続
け
る
中
で
、滋
賀
県
の
祭
礼
の
ユ
ニ
ー

ク
さ
、滋
賀
県
人
の
人
情
の
温
か
さ
に
魅

せ
ら
れ
た
と
い
う
。「
毎
年
同
じ
こ
と
を

繰
り
返
す
農
耕
文
化
の
性
格
の
表
れ
で

し
ょ
う
。代
々
受
け
継
が
れ
て
い
る
も
の

の
、そ
の
意
味
ま
で
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
行

事
を〝
止
め
る
と
気
持
ち
悪
い
〞と
続
け

る
。雨
乞
い
の
祭
り
や
オ
コ
ナ
イ
も
同
様

で
す
。現
在
、私
た
ち
が
目
に
す
る
雨
乞

い
の
祭
礼
は
、雨
が
降
っ
た
後
に
神
へ
返

礼
す
る
踊
り
で
、ま
た
、オ
コ
ナ
イ
は
年
の

初
め
に
五
穀
豊
穣
と
村
内
安
全
を
祈
願

す
る
神
聖
な
儀
式
だ
が
、そ
こ
に
は
実
に

さ
ま
ざ
ま
な
祈
り
の
か
た
ち
が
あ
り
、村

ご
と
に
驚
く
ほ
ど
差
異
が
あ
る
。そ
れ
ぞ

れ
の
村
に
お
け
る
文
化
レ
ベ
ル
、独
立
性

の
高
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
」

　

講
座
で
は
ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
多
く
取
り
入

れ
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
行
事
の

あ
り
方
を
紹
介
す
る
予
定
。日
常
に
即
し

た
身
近
な
伝
統
行
事
が
題
材
だ
け
に
、つ

い
つ
い
新
た
な
発
見
や
疑
問
が
生
ま
れ
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
「
わ
か
ら
な
い
！
と
思
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
こ
そ
本
望（
笑
）。も
の
ご
と
に
は
意

味
が
あ
り
、な
ぜ
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か

を
考
え
る
こ
と
で
、先
人
の
自
然
に
対
す

る
畏
敬
を
共
有
し
て
い
た
だ
き
た
い
。私

を
交
え
て
皆
さ
ん
と
意
見
が
交
流
で
き

る
講
座
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」

中
島
誠
一
さ
ん

長
浜
市
曳
山
博
物
館 

館
長

好奇心を感動に！伝統から新たな発見を KEIBUN文化講座特集

＋αCulture and Study

1950年長崎県生まれ。佛教大大学
院文学研究科（日本史）修士課程修
了。長浜城歴史博物館館長を経て現
職。専門は日本民俗学。西日本のオ
コナイ、滋賀の民俗芸能、祭礼など
を研究。主な著書に『近江の祭りを
歩く』『川道のオコナイ』（以上サン
ライズ出版）『オコナイ 湖国・祭りの
かたち』（INAX BOOKLET・共著）
など。 

中島誠一（なかじま・せいいち）

38-04

講師／長浜市曳山博物館館長　中島誠一
会場／長浜市曳山博物館

  9月16日（金）

  9月23日（金）

10月14日（金）

11月18日（金）

11月25日（金）

12月  9日（金）

近江の雨乞い信仰・太鼓踊

近江の雨乞い信仰・蛇の舞

近江のオコナイ・湖南地域

近江のオコナイ・湖北地域

近江の曳山祭・町場の祭礼

長浜曳山祭、ユネスコ無形文化遺産登録へ

近江の祭礼行事を探る 新講座

講 座 内 容 各13:30～15:00

湖切
り今 今

ナ
イ

る
。

新講師に聞くInterview

38-01

い
　
け
い

23



人間の心情を巧みに描く
モーツァルトのオペラを探究する

世
紀
初
頭
に
誕
生
し
、さ
ま
ざ

ま
な
作
曲
家
が
手
掛
け
た
オ
ペ

ラ
。「
中
で
も
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
作
品
に
は

オ
ペ
ラ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
す
べ
て
詰
ま
っ
て

い
ま
す
」と
力
説
す
る
大
阪
音
楽
大
学

理
事
長
の
中
村
孝
義
さ
ん
は
、大
学
に
あ

る
ザ・カ
レ
ッ
ジ・オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
の
館
長
を

務
め
る
な
ど
オ
ペ
ラ
分
野
で
最
前
線
に
立

つ
一
人
と
し
て
名
高
い
。

　

新
講
座「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
オ
ペ
ラ
の
世

界
」で
は
、モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
４
大
オ
ペ
ラ

「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」「
ド
ン・ジ
ョ
ヴ
ァ
ン

ニ
」「
コ
ジ・フ
ァ
ン・ト
ゥッ
テ
」「
魔
笛
」を

掘
り
下
げ
、彼
が
表
現
し
よ
う
と
し
た
世

界
を
探
究
す
る
。特
有
の
恋
愛
観
や
作

品
に
込
め
ら
れ
た
深
い
意
味
を
知
る
機

会
と
し
て
興
味
深
い
。

　
「
オ
ペ
ラ
ブ
ッ
フ
ァ
と
呼
ば
れ
る
オ
ペ
ラ

で
は
、人
間
の
愛
や
喜
び
、悲
し
み
を
滑

稽
さ
を
含
め
て
表
現
さ
れ
て
お
り
、演
奏

さ
れ
る
機
会
も
多
い
。一
方
、オ
ペ
ラ
セ
リ

ア
と
い
う
歴
史
や
神
話
を
題
材
に
し
た

オ
ペ
ラ
は
日
本
で
は
あ
ま
り
上
演
さ
れ
な

い
の
で
、隠
れ
た
名
作
も
紹
介
し
た
い
で

す
ね
。天
才
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
壮
大
な
世

界
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
か
ら
で
す
」

　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
と
い
え
ば
、協
奏
曲
や

交
響
曲
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
名
作
を

残
し
て
い
る
。「
彼
が
最
も
作
曲
し
た
か
っ

た
の
が
オ
ペ
ラ
で
す
。人
間
に
非
常
に
強

い
関
心
を
持
ち
、特
に
心
の
綾
や
機
微
に

敏
感
な
人
で
し
た
。そ
れ
ら
を
表
現
す
る

最
高
の
手
段
が
オ
ペ
ラ
だ
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
」と
中
村
さ
ん
。モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

音
楽
の
真
髄
は
オ
ペ
ラ
に
あ
り
、そ
こ
か

ら
他
の
器
楽
作
品
に
も
影
響
を
与
え
た
。

彼
の
オ
ペ
ラ
の
世
界
を
知
る
こ
と
に
よ

り
、モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
も
っ
と
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

音
楽
研
究
に
従
事
し
て
40
年
以
上
…

「
中
学
2
年
生
ま
で
学
校
教
育
の
音
楽

が
得
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、高

校
受
験
の
前
に
音
楽
の
先
生
か
ら
お
借

り
し
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
レ
コ
ー
ド
を
聴
き
、

そ
の
魅
力
に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
」と
中

村
さ
ん
。ま
た
、11
月
11
日
に
は
し
が
ぎ

ん
ホ
ー
ル
で
の「
セ
ヴ
ィ
リ
ア
の
理
髪
師
」

ハ
イ
ラ
イ
ト
で
解
説
も
務
め
る
。

　

全
国
有
数
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス「
び
わ
湖

ホ
ー
ル
」に
つ
い
て
は「
自
治
体
が
持
つ

ホ
ー
ル
と
し
て
、こ
れ
ほ
ど
高
レ
ベ
ル
な
作

品
を
上
演
す
る
施
設
は
日
本
の
ど
こ
に
も

な
い
。滋
賀
県
民
が
大
い
に
誇
れ
る
こ
と

だ
」と
太
鼓
判
。オ
ペ
ラ
に
ふ
れ
る
機
会
も

多
く
な
っ
て
い
る
が
、こ
の
講
座
で
の
学
び

が
オ
ペ
ラ
鑑
賞
に
一
層
生
き
て
こ
よ
う
。
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しがぎん経済文化センター文化講座事務局 TEL.077（526）0011 受講申込受付

●受講料／1講座全6回で 10,800円（税込。入会金不要） ※現地学習には別途参加費が必要です。 ※「初めての日本画」「日本画を楽しむ」は画材費（約10,000円）別途必要。
●特　典／滋賀銀行年金受給者の方は受講料金が9,800円となります。また、KEIBUN友の会会員の方は、「3,000円相当の割引」がご利用いただけます。
　　　　　ただし、各割引の併用はできません。
※原則、定員50名になりしだい締め切ります。お早めにお申し込みください。 

期間／2016年9月～12月 5月25日（水）受付開始
各講座の開催日ごとのテーマは受付開始日以降ホームページに掲載します。

※講師の都合で講座日程が変更になる場合があります。ご了承ください。

特別文化講座
（7月開講）

お試し受講OK

詳しくは事務局までお問い合わせください

初回1回のみ（無料）

9月16日（金）・10月7日（金）・11月11日（金）・11月18日（金）・11月25日（金）・12月9日（金）
開講日 各10：30～12：00 ※現地学習1回含む

滋賀県立大学教授　中井 均

城が語る日本の歴史
近江の織田・豊臣時代に築
かれた城について、築城者の
意図とその構造を再検討し
ます。

9月16日（金）・9月23日（金）・10月14日（金）・11月18日（金）・11月25日（金）・12月9日（金）
開講日 各13:30～15:00

長浜市曳山博物館館長　中島誠一

近江の祭礼行事を探る
近江の各所で特色ある伝統行
事を目の当たりにします。ここ
では、太鼓踊、オコナイ、曳山
にスポットを当て、映像等を見
ながら進めていきます。

9月9日（金）・9月23日（金）・10月14日（金）・10月21日（金）・11月11日（金）・11月25日（金）
開講日 各13:30～15:00

京都府立大学・長浜バイオ大学名誉教授　水本邦彦

江戸のくらしを
古文書と古絵図で発見

江戸時代の近江・大津の古文
書や古絵図をゆっくり読み解
き眺めながら、この時代の
人々の暮らしや社会の仕組
み、自然の景観を観察します。

9月15日（木）・9月29日（木）・10月20日（木）・10月27日（木）・11月24日（木）・12月1日（木）
開講日 各10：30～12：00

甲南大学特別客員教授　田中 修

花と緑の魅力
私たちの身近な草花や樹木、
野菜や果物が秘めている「仕
組み」や「パワー」など“植物た
ちの魅力の世界”へいざない
ます。

9月7日（水）・9月28日（水）・10月5日（水）・10月19日（水）・11月2日（水）・11月9日（水）
開講日 入門編／各10：00～12：30 上達編／各13：30～16：00

日本画家  清水 豊

初めての日本画 入門編
日本画を楽しむ 上達編

日本画特有の素材、技法がわ
かりやすく学べる講座です。
6回のコースで作品を仕上げ
ます。

9月8日（木）・ 9月29日（木）・10月13日（木）・10月27日（木）・11月10日（木）・11月24日（木）
開講日 各13：30～15：00

国際日本文化研究センター名誉教授　笠谷和比古

三大英傑（信長、秀吉、家康）と
その時代Ⅱ

天下統一へ向けて邁進した三
大英傑（織田信長、豊臣秀吉、
徳川家康）の歴史的意義を、築
城や都市形成など、さまざま
な角度から検討していきます。

9月6日（火）・9月13日（火）・10月4日（火）・10月18日（火）・11月1日（火）・11月15日（火）
開講日 各10:30～12:00 ※現地学習1回含む

大阪大学大学院教授　奥平俊六

近世初期風俗画の世界
～日本画の美を鑑賞

戦国末期から桃山時代を経て
江戸時代に至る激動の時代。こ
の時期に描かれた風俗画から重
要作品を毎回1点取り上げてそ
の表現内容について考えます。

9月15日（木）・10月6日（木）・10月20日（木）・11月17日（木）・12月1日（木）・他に現地学習1回
開講日 各13：30～15：30 ※演奏会参加は別途チケットが必要

作家・音楽評論家　響 敏也

『音楽の招待席』
天才たちの奇蹟にせまる120分！

※講座内容は調整中。
　詳細は5月中旬発行のパン
　フレットをご覧ください。

9月2日（金）・9月16日（金）・10月7日（金）・10月21日（金）・11月11日（金）・12月2日（金）
開講日 各10：30～12：00

京都外国語大学教授  堀川 徹

歴史にみるイスラム世界と
ヨーロッパ

イスラム過激派のテロやヨー
ロッパへ押し寄せる難民は、現在
EU最大の社会問題。現代に直接
つながる第一次世界大戦とそれ
以降の歴史に焦点を当てます。

9月14日（水）・9月21日（水）・10月12日（水）・10月26日（水）・11月16日（水）・11月30日（水）
開講日 各10：30～12：00

成安造形大学教授  千速敏男

成安造形大学提携講座
西洋美術史入門

世界の代表的な美術館が所蔵
する作品を中心に西洋美術史
をたどります。また、名品をも
つ隠れた美術館にも訪れてみ
ましょう。

9月6日（火）・9月20日（火）・10月4日（火）・10月18日（火）・11月1日（火）・11月22日（火）
開講日 各13：30～15：00 ※現地学習1回含む

旅行作家　西本梛枝

文学を通してみる
近江の風景

近江と関わりのある文学作品
をきっかけに作家や作品をひも
とき、近江の魅力ある風景、風
土を再認識します。現地学習で
物語に思いを馳せる講座です。

9月14日（水）・9月21日（水）・10月12日（水）・10月26日（水）・11月16日（水）・11月30日（水）
開講日 各13：30～15：00 ※現地学習1回含む

滋賀大学名誉教授　小笠原好彦

古代史を彩る女性たちと
人間模様

飛鳥時代から奈良時代には、多
くの女性によるドラマが演じら
れました。今回は、歴史舞台に
登場する著名な女性たちの活
動と歴史的な意義を考えます。

長浜会場●長浜市曳山博物館

共催／株式会社まちづくり大津

9月20日（火）・9月27日（火）・10月11日（火）・10月25日（火）・11月8日（火）・11月22日（火）
開講日 各10：30～12：00

京都橘大学教授　福嶋昭治

源氏物語のことばと心
『源氏物語』は、現代の私たち
にも通じる「心」が適切な「こと
ば」で表現されています。物語
の流れを追いつつ、その「こと
ば」と「心」を味わいましょう。

9月12日（月）・9月26日（月）・10月24日（月）・11月7日（月）・11月21日（月）・12月5日（月）
開講日 各14：00～15：30

高岡市万葉歴史館館長・奈良女子大学名誉教授　坂本信幸

日めくり万葉集入門
NHK「日めくり万葉集」に採り
上げられた歌を、平易な解説で
読んでゆきます。今期は巻8の
歌を読みます。初心者でも楽し
むことができる講座です。

9月9日（金）・9月23日（金）・10月14日（金）・10月21日（金）・11月11日（金）・11月25日（金）
開講日 各10：30～12：00

京都造形芸術大学教授　田口章子

すばらしい日本の伝統芸能
～歌舞伎の魅力にふれる

歌舞伎を観たことがなくても
楽しめる講座です！歌舞伎を
通して見えてくる日本文化と
日本人のすばらしさを一緒に
考えましょう。

大津会場●旧大津公会堂

草津会場●しがぎん草津ビル

新講座

9月13日（火）・9月27日（火）・10月11日（火）・10月25日（火）・11月8日（火）・11月29日（火）
開講日 各14:00～15:30

大阪音楽大学理事長・名誉教授　中村孝義

モーツァルトのオペラの世界
～究極の人間表現

モーツァルトにとってオペラは
“人間”そのものを表現するのに
最も適したジャンル。彼のオペ
ラを通してモーツァルトが表現
したかった世界を探求します。

新講座

新講座

後援／長浜市、（公財）長浜文化スポーツ振興事業団

期間／2016年9月～12月 5月5月2525 （日（水）受付付開始開始
第38期【秋期】開講講座のご案内

各講座先着10名様

●講　師／中井均（滋賀県立大学教授）
●会　場／しがぎん草津ビル
●受講料／6,480円（税込） ※年金受給者割引はございません

真田の城を探る
7月13日（水）10:30～12:00／真田昌幸と上田城
7月20日（水）10:30～12:00／真田信幸と沼田城
7月27日（水）10:30～12:00／真田幸村と大坂城真田丸
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※お申し込みは電話、インターネット、もしくは24ページに添付の専用申込書を郵送かFAXでお送りください。
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草津会場

中
村
孝
義
さ
ん

大
阪
音
楽
大
学 

理
事
長
・
名
誉
教
授

KEIBUN文化講座特集

＋αCulture and Study

1948年大阪生まれ。関西学院大学
大学院文学研究科美学専攻博士課
程修了後、ヴュルツブルク大学留
学。音楽美学、西洋音楽史専攻。大
阪音楽大学学長を経て現職に。著書
に『音楽の窓』（カワイ出版）『ベー
トーヴェン器楽・室内楽の宇宙』（春
秋社）など多数。雑誌「音楽の友」「レ
コード芸術」にて評論活動を行う。

中村孝義（なかむら・たかよし）

ラ
。

オ
ペ 17

大
阪
音

大
阪
音

Interview
新講師に聞く

好奇心を感動に！伝統から新たな発見を
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講師／大阪音楽大学理事長・名誉教授　中村孝義
会場／しがぎん草津ビル

  9月13日（火）

  9月27日（火）

10月11日（火）

10月25日（火）

11月  8日（火）

11月29日（火）

モーツァルトのオペラの歴史的位置と意義

《フィガロの結婚》を通してみる人間表現

《ドン・ジョヴァンニ》は本当に放蕩ものか

《コジ・ファン・トゥッテ》に見るモーツァルトの恋愛観

《魔笛》でモーツァルトが表現しようとした真意

モーツァルトのオペラセリアは、面白くないのか

モーツァルトのオペラの世界
～究極の人間表現

講 座 内 容 各14:00 ～ 15:30

新講座

講座内容は平成
26年秋期講座、
平成27年秋期講
座と重複すること
があります。
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